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木͸஍ٿΛ͏ٹô27 
࣋ଓՄೳͳ৿ྛのͨΊのษڧ෦԰

（ג）ۀ޻ࡐ木ాࡉ
࣏҆　ాࡉ

　ච者は上記の「持続可能な森林のためのษڧ部屋」に10年ほど前から勝手に所ଐし勝手にษڧしてい

る。ษڧ部屋の主は、ච者が日本集成材工業ڠ同組合に関係していた頃からのご指ಋを௖いている元林

野ி林産๵қ、国༗林業務、また全木連のৗ務理事のཁ৬をྺ任された౻
ふじ

原
わら

ܟ
たかし

氏である。現ࡏは一ൠࣾ

団๏人持続可能な森林フォーラム代表、一ൠࣾ団๏人ウッドマイルζフォーラム理事長、一ൠࡒ団๏人

林業経ڀݚࡁ所フェローڀݚ員などを重任され、林業関連では、まとまった།一のษڧ部屋の主幹とし

て、ご活躍中である。ษڧ部屋の内容は多方多ذにわたり、地球ڥ؀の保全から、国内外の林業情報、各

国の林業੓ࡦ、S%(Tへのऔり組み方、直近ではグリーン੓ࡦでわが国と&6とのҧいなどを۷り下げ、

世界の木材業界全体を໢ཏした֩心にഭる࿦調をల開している。

　このษڧ部屋は20年以上前から月 1回の発信を行い、7月15日現263ࡏ߸となり長期にわたりٞ࿦を進

めている。海外の参加者も多くӳ語൛をซ記しグローバルなల開となっている。ษڧ部屋のタイトルが森

林とあるため国内参加者は、国産材の林業の参加者が多くまた、世界各地の森林に関する情報をࠀ明に伝

えॆ実した内容となっている。ಡ者の方でも参加されている方、またごଘじの方も多くおられるとଘじます。

　さて、ここで本࿦の「木は地球をٹうô27」では、去る 7月24日にච者が参加した第一回持続可能な森

林経営のためのษڧ部屋（;PPN	会ٞ）をご紹介します。

˖第一回持続可能な森林経営のためのษڧ部屋

のなかから見えてきたもの「本計画ج新たな森林・林業」　演ߨ　

（तڭ東京೶工大ֶ）氏޾師　林੓৹ٞ会　会長土屋ढ़ߨ　

　林業ج本計画とは中身はグリーン成長である。

˘グリーン成長とは

　	森林・林業の短期的なޮ཰性や合理性、持続性を重視するだけでだけではなく、持続可能で多様性と

包ઁ性のあるࣾ会の実現を目指していくこと、ଈちS%(T（持続可能な開発目標）の達成に向けたऔり

組みが重ཁとなっている。このことは、森林・林業・木材産業の分野においても同様に必ཁとなる視

点である。

˘森林・林業・木材産業によるグリーン成長

　ㅡ	全ての人々が、自然のܙみを受け続けながら、๛かで人間的・文化的なࣾ会経ࡁ生活を営Ήことが

できるࣾ会のߏ築を目指す。このため、国土と自然ڥ؀のࠜ幹である森林のదਖ਼な؅理と森林資ݯ

の持続性を高めながら成長を発లさせ、人々が森林の発شする多面的ػ能のԸܙをڗ受できるよう

にすることを通じて、ࣾ 会性経ࡁ生活の向上とΧーボンニϡートラルにد与する「グリーン成長」を

実現していく。



図ô1　Χーボンニϡートラルの仕組み（ωットより）

　簡୯に言えば、林業・木材産業を内包する持続性を高めながら成長を発లさせ、人々が森林の発شす

る多面的ػ能のԸܙをڗ受できることを通じて、ࣾ 会生活の向上とΧーボンニϡートラルにد与する「グ

リーン成長」を実現していく。

図ô2　Χーボンニϡートラルの実現（ωットより）



˖Ԥभのグリーンディール　「'BSN	UP	'PSL」	戦ུ2020

　ㅡ	೶業生産からফඅまでにわたるフードシステムを、公ਖ਼で݈߁にྑく、ڥ؀に഑ྀしたものにする

ための総合੓ࡦ。

　ㅡ	༗ػ೶業のਪ進。生෺多様性の回復

˙Ԥभの森林戦ུ

　ㅡ	「'BSN	UP	'PSL」戦ུとฒぶ中֩的戦ུの位置づけ。

　ㅡ	2020年（令和 2年）10月から2021年（令和 3年）4月までの意見ௌऔ過程を経て、2021年 7 月16日に公表

　ㅡ	೶山村地域の生き残りのために、森林の持つࣾ会経ࡁ的ػ能をҡ持増進させ、持続性を担保とする

ൣ囲内での森林ج൫の#JP	&DPOPNZ（木材ར用、エωルギー、エコツーリζム等）を発లさせる。

˙グリーン成長の比較

˘Ԥभと日本の੓ࡦの比較

　ㅡ	Ԥभグリーンディール⾨˰グリーン成長戦 （ུ経ࡁ産業化）

　ㅡ	ʦ'BSN	UP	'PSLʧ戦ུ⾨˰みどりの৯料システム戦 （ུ新৯料・೶業・೶村ج本計画）

　ㅡ	Ԥभ森林戦ུ⾨˰森林・林業ج本計画（グリーン成長）

˙日本の੓ࡦɿ未だに技ज़開発によるϒレイクスクールのみにཔろうとしているように見える。

　 「̠みどりの৯料システム戦ུ」

（減にほ΅特化࡟用の࢖೶ༀ）ࡦ೶業の数値向上ػのমき直しʴ༗ࡦଘの੓ط˗　

　　ㅡ	「生෺多様性」という୯語がほとんど出てこない。

　˗森林・林業ج本計画の「グリーン成長」࿏ઢはそれよりগし先へ行っているかʁ

　　ㅡ	生෺多様性関係も、それなりに字数を࢖って記ड़

　　ㅡ	Χーボンニϡートラル（θロ）੓ࡦはどうかʁ

˙Ԥभ（&6）の੓ࡦ

　ㅡ	グリーン・リΧバリーの考え方にجづき、コロナ禍後のࣾ会の立て直し੓ࡦを、経࠶ࡁ建ࡦと気ީ

変動対ࡦとڥ؀保全ࡦをབྷめて、自然資ݯの保全と持続的なར用を中心にਾえた思い切った੓ࡦの

シフトによって進めていこうとする戦ུである。

　ㅡ	2020年10月から21年 4 月までの意見ௌऔ過程を経て、2021年 7 月16日に公表。

　ㅡ	೶山村地域の生き残りのために森林の持つࣾ会経ػࡁ能をҡ持ਪ進させ、持続性を担保するൣ囲内

での森林ج൫の#JP	&DPOPNZ（木材ར用、エωルギーエコツーリζム等）を発లさせる。

　　	&6では林業のൣ囲を೶業Ἤ広め、「フード」つまり「৯料」Ἤ੓ࡦのൣ囲にऔり込Ή੓ࡦ、日本では

あくまでもॎ割り行੓によって林業・木材産業のൣ囲を超えていない。&6はൣ囲が広く、日本は、

林業、林産業、ڥ؀のൣ囲にとどまっている。視点がҧうが、予ࢉがどのようについているかは資

料がなく不明だ。投資と成果が不明では・・・・・

　　	なにやら、苦しくなってきたが、たまたま、8月 2日日経新聞༦ץの一面に「木材や」にとって追い

風の記事を見つけた。お目に止められた方々も多いかとଘじますが以下レポートします。



˘木材活用、୤୸素で加଎　不動産各ࣾ、ॅ୐向けに一段と

　ㅡ	ڥ؀഑ྀの姿੎でधཁऔり込みを

　　	不動産業界では୤୸素のऔり組みを加଎するため、木材を一段と活用する動きが目立って来た。ށ

建てリフォーム事業では、ഇ棄木材を࠶ར用することや、分ৡॅ୐事業では国産材࢖用の比཰を

100％にͻきあげ、新築、増վ築時のCO2（ೋࢎ化୸素）の࡟減につながるڥ؀഑ྀの姿੎を加଎する。

　ㅡ	リフォーム事業で木材の࠶ར用

　　従来は、建てସえ時にߏ଄材などをഇ棄ॲ分していたが、น下地材などで࠶ར用する。

　　この結果、ഇ棄෺のഉ出ྔを半分ですΉ、༌送時に新たな資材調達ྔを減らすことができる。

　ㅡ	༌入材を࢖用するより༌送時のڥ؀負荷を減らせる。

　　	๭ॅ୐メーΧーによれば、すべて༌入材を࢖用した場合には同じྔの国産材を࢖った場合に比べ8.5

ഒのCO2が発生するとしている試ࢉもあるほどだ。

　ㅡ	中層マンションの木଄化

　　また 5階建て程度ن模のマンションの木଄化も進Ή。

　　3C଄と同等の性能を༗する技ज़開発が進み、木଄化マンションが東京Ҵ城市に஀生する。

　　建設時のCO2ഉ出ྔが3C଄に比べ半分程度に࡟減の見込みだ。

　ㅡ	2030年度（令和12年）Χーボンニϡートラルへ

　　	੓෎は2030年度（令和12年）のԹஆ化Ψスのഉ出ྔを2013年（平成25）度比で46％以上減らす目標を

決めた。

　ㅡ	ॅ ୐部໳でも木材のར用が一段と増す可能性

　　	লエωルギー性能の向上や、太陽光発ిなど࠶生エωルギーのಋ入などを加଎する必ཁがあり、コ

ンクリートに比べஅ熱性の高い木材のར用がॅ୐分野で一段と進Ή可能性がある。

　ㅡ	ウッドショックで国産材が注目

　　建設不動産大手 7ࣾは୤୸素にݙߩできる国産材の活用が進みそうだ。（資料日経新聞より）

　ㅡ		以上のように「木材や」にとってまさに追い風、このチャンスをಀさず行動を起こすべきだ。
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